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御立トピックス
サンライフ御立クリスマス会

　平成30年12月14日(金)「サンライフ御立クリ
スマス会」を開催致しました。多くの皆様に参加
頂きました。
　表彰式はボランティア、職員、チームの部門ご
とに行われました。ボランティア表彰では、前山
保育園の和太鼓 絆の代表で中野先生に御越し頂き、
ご丁寧な挨拶を頂戴しました。
　毎年恒例のアトラクション職員劇は、新入職員
とEPA職員との『桃太郎』でした。沢山練習して、
場をとても盛り上げてくれました。利用者様は、
職員の意外な一面を見られ大変喜ばれていました。
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
介
護
職
と
し
て
十
二
年
経

験
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活
相
談
員
を
務
め
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

入
社
し
た
当
時
は
介
護
の
知
識
や
技
術
が
全
く
な
く
、
介
護
の

仕
事
に
対
し
て
の
不
安
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
利
用
者
様

と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
介
護
に
対
す
る
知
識
や
技
術
が
必
要
と

感
じ
る
場
面
が
多
く
、
自
分
な
り
に
必
死
に
知
識
習
得
と
技
術
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
介
護
の
仕
事
は
常
に
緊
張
と
不
安
が

あ
り
、
私
自
身
、
何
度
も
介
護
の
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
か
を
悩

ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
自
身
が
介
護
職
と
し
て
最

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
利
用
者
様
よ
り
、
「
あ
な
た
が

い
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。
」
と
声
を
掛
け
て
頂
い
た
こ
と
で
す
。

何
か
特
別
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
を
過

ご
す
際
の
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
し
た
が
、
そ
の
一
言
で
介
護

職
と
し
て
自
覚
が
芽
生
え
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
様

か
ら
自
分
自
身
を
認
め
て
も
ら
え
た
嬉
し
さ
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

介
護
の
本
質
の
定
義
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
と
考
え
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
な
り
の
介
護
の
理

想
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
介
護
職
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
利
用
者
様
の
生
活
に
お
い
て
、
自
分
自
身
の
役
割
を
自

覚
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
利
用
者
様
個
々
に
適
し
た
ケ
ア
を
考
え
、

実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
介
護
の
ケ
ア
は
個
人
で

行
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
が
チ
ー
ム
と
な

り
、
利
用
者
様
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
理
想
は
利
用
者
様
が
利
用
者
様
ら
し
く
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
携
わ
る
介
護
職
員
も
自
分

な
り
の
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、
介
護
の
仕
事
に

勤
め
て
い
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
相
談
員
と
し
て
の
役
割
は
利
用
者
様
の
幸
せ
と

職
員
の
幸
せ
が
と
も
に
共
存
で
き
る
環
境
を
作
り
、
住

み
や
す
い
場
所
、
働
き
や
す
い
職
場
を
目
標
に
掲
げ
、

生
活
相
談
員
と
し
て
努
め
て
参
り
ま
す
。

職員劇

ボランティア表彰代表・中野先生



基幹型福祉避難所開設訓練基幹型福祉避難所開設訓練

災害時要援護者リストに
掲載された対象者
災害時要援護者リストに
掲載された対象者
●要介護度3以上
●身体障害者手帳1・2級
●療育手帳A所持者
●70歳以上の単身高齢者及び
　75歳以上の高齢者のみの世帯

生活相談支援を行うと
ともに受け入れた要援護者の方々を
病院・社会福祉施設への移送に
かかる調整作業を行う。

災
害
発
生

開
設
開
設

一
時
的
な
受
け
入
れ

一
時
的
な
受
け
入
れ

サンライフ魚崎クリスマス会サンライフ魚崎クリスマス会
平成30年12月13日“歌声を響かせよう笑顔のクリスマス会”をテーマに開催致しました。
豪華なクリスマスのお食事を召し上がっていただき、午後からはEPAの方達やアンサン
ブルちょうちょ様の出演で楽しいひとときを皆様にお過ごしいただきました。

平成30年12月13日“歌声を響かせよう笑顔のクリスマス会”をテーマに開催致しました。
豪華なクリスマスのお食事を召し上がっていただき、午後からはEPAの方達やアンサン
ブルちょうちょ様の出演で楽しいひとときを皆様にお過ごしいただきました。

民族衣装のアオザイ
を颯爽と着こなし清々
しい美しさを振りまい
て下さいました。

民族衣装のアオザイ
を颯爽と着こなし清々
しい美しさを振りまい
て下さいました。

プロジェクターで
ベトナムの魅力を紹介。
誰もが一度は行って
みたくなりました。

プロジェクターで
ベトナムの魅力を紹介。
誰もが一度は行って
みたくなりました。

クリスマスメニュー

アンサンブルちょうちょ様

EPAの皆さんによるベトナム紹介

たくさんのごちそうに、
みなさん笑顔いっぱいです。
お好きなものを召し上がって
いただきました。

たくさんのごちそうに、
みなさん笑顔いっぱいです。
お好きなものを召し上がって
いただきました。

会場全体に華やかで楽しい音色が広がり
　　　クリスマスを盛り上げて下さいました。
会場全体に華やかで楽しい音色が広がり
　　　クリスマスを盛り上げて下さいました。

12月27日にケアハウス・グループホーム合
同で

もちつき大会を開催しました!

ガン
バレ
ー！

ヨイシ
ョー！ ハイーッ！

《 訓練風景 》《 訓練風景 》

避難所開設訓練開始の挨拶です。
地域の方々等、たくさんの見学者が来られました。
避難所開設訓練開始の挨拶です。
地域の方々等、たくさんの見学者が来られました。

要援護避難者の受付を訓練しています。
お名前等を確認し、受け入れ現場での間違えが発生しない様
リストバンドを作成し、腕に付けて頂きます。

要援護避難者の受付を訓練しています。
お名前等を確認し、受け入れ現場での間違えが発生しない様
リストバンドを作成し、腕に付けて頂きます。

受入室に入室後は、要援護者のバイタルチェック等、体調確
認を行います。その後は相談支援や、非常食・水分の提供を
行っていきます。

受入室に入室後は、要援護者のバイタルチェック等、体調確
認を行います。その後は相談支援や、非常食・水分の提供を
行っていきます。

避難時に提供する非常食の試食、展示を行いました。見学者
にはカレーと中華丼の試食が提供され、他にも様々な惣菜、
缶詰等の展示を行いました。

避難時に提供する非常食の試食、展示を行いました。見学者
にはカレーと中華丼の試食が提供され、他にも様々な惣菜、
缶詰等の展示を行いました。

神戸市における災害時の要援護者への支援に関する条例に基づき、当施設含め11ヵ所に
『基幹型福祉避難所』を設けることとなりました。開設するに先立ち、10月31日に基幹型福祉
避難所開設訓練を行いました。

神戸市における災害時の要援護者への支援に関する条例に基づき、当施設含め11ヵ所に
『基幹型福祉避難所』を設けることとなりました。開設するに先立ち、10月31日に基幹型福祉
避難所開設訓練を行いました。
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